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告（広告代理サー
ビス）」は、新たな
販路拡大に積極的
に挑戦し、売上を
拡大しました。ま
た「海外（中国）」
の携帯電話販売台
数も前期比92％
増と、好調な成果
をあげました。
ソリューション
事業の売上構成比率の拡大に伴い、原価率が上昇しまし
たが、広告効果の希薄化などを背景にコンテンツの広告
戦略を転換し、広告宣伝費が減少したことで、販管費率が
改善されました。

これらの結果、当期の売上高は55億30百万円（前期比
8.1%増）、営業利益は2億19百万円（同15.7%増）、経

常利益は2億52百万円（同23.4%
増）、親会社株主に帰属する当期純
利益は3億27百万円（同84.2%増）
と、増収増益となりました。
来期の連結業績見通しについては、

「広告（広告代理サービス）」への行政
規制による影響、コンテンツ市場の
環境変化に鑑み、売上高53億円（前
期比4.2%減）、営業利益3億30百万
円（同50.2%増）、経常利益3億50
百万円（同38.6%増）、親会社株主
に帰属する当期純利益1億35百万円
（同58.7%減）を見込んでいます。

当期の取り組みと概況は？

強力に推進したソリューション事業が過去最高
の売上高を更新し、増収増益となりました。

コンテンツサービ
ス事業においては、
月額制・定額制コン
テンツで収益基盤
を確保する一方、業
務提携などのアラ
イアンスに積極的
に取り組み、「コン

テンツプラットフォーム形成」を進めました（P3参照）。
ソリューション事業においては、営業力強化を図り、ア
プリ・システムの受託開発、運用監視、デバッグを含む「ソ
リューション」の販売を強力に推進しました。さらに「広
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● 売上高／経常利益率

■ コンテンツサービス事業（左目盛り）
■ ソリューション事業（左目盛り）
経常利益率（右目盛り）

株主の皆様におかれましては、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申しあげます。
また本年4月の熊本地震により被災された皆様へ、謹んでお見舞いを申しあげます。
被災地の一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申しあげます。
第28期（2015年6月1日から2016年5月31日まで）の連結業績概要と当社グループの取り組みにつきまして、
ここにご報告申しあげます。

Q1

アライアンス戦略により成長分野へ  事業領域を拡大し、
持続的な成長力あるグループへ
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コンテンツサービス事業とソリュー
ション事業。2軸の強みは、どのような
ところにありますか？

リスクを分散し、収益性と成長性のバランスを見
極めながら、堅実に事業を伸ばしていきます。

コンテンツサービス事業は着実に収益をあげています
が、コンテンツというのはヒットを出し続けなければなり
ません。技術革新のスピードが速く、広告宣伝費も高騰す
るなかで、リスク分散も必要になってきます。自社コンテ
ンツ運営の実績を活かして、ソリューション事業を拡大す
る戦略的事業シフトを進めています。
例えば、企業からの受託開発は、当社コンテンツ配信
の実績をご評価いただき、商品PRなどのスマホアプリや
WEBサービスの開発をお任せいただくことが多くありま
す。特に近年は、企業による IT投資への活性化、通信イン
フラの充実化、スマートフォンの普及に伴い、受託開発の
案件規模が大型化・高度化してきています。
また、主力コンテンツである交通情報サービス『ATIS交

通情報』では、即時性の高い情報を確実にお届けする仕組
みを、データ放送、サイネージへの情報配信など企業のソ
リューションにご採用いただいています。
ヘルスケア、知育、観光AR（拡張現実）ナビなどのコンテ
ンツ運営の実績は、自治体が地方創生の一環として行う、少
子化対策や観光促進事業の開発受託につながっています。
地方創生では、業務資本提携した株式会社スマートバリュー
とともに、クラウドサービスの利用促進も図っていきます。

中期的な成長戦略は？

アライアンスによりビジネス機会拡大を図るとと
もに、グループ全体で骨太経営に取り組み、持続的
な成長力のあるグループへと発展していきます。

2016年6月にいなせり株式会社を設立し、東京魚市場
卸協同組合との業務提携を発表しました。
鮮魚・水産物を飲食店へ即日配送するEC（電子商取引）

サービス『いなせり』の共同運営を今秋より開始します。
当社はECのシステムパッケージを保有しており、これ
を活用してシステムを開発し、効率的な配送を日本通運株
式会社が、決済処理をソニーペイメントサービス株式会社

アライアンス戦略により成長分野へ  事業領域を拡大し、
持続的な成長力あるグループへ

Q2

Q3

がそれぞれ担当して、サービスを展開していきます。関東
エリアでスタートし、中期的には日本全国、海外への展開
も視野に入れています。
さらに、山口再エネ・ファクトリー株式会社が進めてい
るスマートコミュニティ事業においても、またメーカー、
キャリア、大学などと共同研究開発を進めている I oT、
HEMS、コンパクトカー、ドローンなどの新事業領域にお
いても、グループ間ならびに外部との連携を強化して、実
用化へ向けた取り組みを促進していきます。
こうしたアライアンス戦略をグループ全体で実行し、利
益重視の質実剛健経営を進めていきます。

当社は株主様への利益還元も重要な経営課題のひとつと
認識しています。利益配分については、将来の積極的な事業
展開と経営環境の変化に備えた資金を確保するとともに、
業績に応じ、かつ安定性も配慮した配当施策に取り組む方
針です。この方針のもと、当期は1株当たり3円の配当を実
施しました。来期も1株当たり3円の配当を予定しています。
株主の皆様におかれましては、当社グループの成長性に
ご期待をいただき、今後も一層のご支援を賜りますよう、
お願い申しあげます。

日本エンタープライズ株式会社
代表取締役社長
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事業別概要

　　アライアンス戦略のもと事業領域を拡大
業務提携など他社とのアライアンスを積極的に進め、
事業領域の拡大ならびにサービス拡充に取り組みました。

カジュアルゲームのポータルサイ
ト『ちょこっとゲーム』などが好調。
アライアンスによるサービス拡充
ならびにヒットコンテンツ創出に
取り組みました。

※「エンターテインメント」は、「ゲーム」、「メール」、「音楽」、「電子書籍」、
　「海外」を含みます。

（百万円）
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毎日いぬねこ
ダイアリー

Fivetalk女性の
リズム手帳

BOOK
SMART

ラブめも

ATIS
交通情報

〈コンテンツプラットフォーム形成〉

業務提携先

● エキサイト株式会社
 ヘルスケアアプリ『女性のリズム手帳』の共同運営を開始

● 株式会社タニタ
 体組成計に乗ると自動的に『女性のリズム手帳』に体重と体
脂肪率が記録される連携機能を追加

● トヨタ自動車株式会社
 メッセンジャーアプリ『Fivetalk』が、トヨタの次世代テレマ
ティクスサービス「T-Connect」に採用

● 東京都書店商業組合
 総合電子書籍サービス『BOOKSMART』にて、作家の発掘・
育成支援プロジェクト「東京ブックアワード」を開始

フリマブームが続くなか、売りたいものをスマホで撮影して簡

単に出品でき、買いたいものを買いたい価格で購入できるフリ

マアプリ『Dealing』が女性の人気を集めています。個人間取引

の不安材料となる「料金の回収」、「商品の受領」の問題は、仲介

サービスで解決。安心・快適なサービスの提供に努めています。

スマホでフリーマーケット！
フリマアプリ『D

デ ィ ー リ ン グ

ealing』

　　プラットフォーム戦略を推進
主力コンテンツを中心にカバー領域を拡充
さまざまなライフステージでお役立ていただけるアプリを相互に連携してユーザ数を拡大していく「コンテンツプラットフォー

ム戦略」を推進しています。ヘルスケアアプリ『女性のリズム手帳』、メッセンジャーアプリ『Fivetalk』、フリマアプリ『Dealing』

の主力コンテンツを中心に新コンテンツも投入し、コンテンツプラットフォームの拡充を進めました。

コンテンツサービス事業は、広告効果 の希薄化などが影響して減収ながらも、
ソリューション事業が大きく牽引し、全体として増収増益

コンテンツ
サービス事業

39.7%

売上構成比

Feature
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グループシナジーを発揮し、受託
開発をはじめとする「トータルソ
リューション」の販売に注力しまし
た。広告代理サービス、海外も好調
で、大幅な増収となりました。

（百万円）
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■ ソリューション ■ 広告（広告代理サービス） ■ 海外

● 売上高
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　　海外
法人営業が奏功し、端末販売数が躍進

　　広告（広告代理サービス）
事業環境の変化に柔軟に対応し、
売上過去最高を更新
コンテンツプロバイダから委託を受けたコンテンツを、全国

のパートナー店舗で、来店されたお客様へ向けて対面販売する

サービスです。行政規制など事業環境の変化に柔軟に対応し、

営業施策を着実に実施して、売上過去最高を更新しました。

中国の携帯電話販売店での端末販売台数は、法人営業を強化

したことが奏功し、前期比92％増となりました。上海にお

いて既存2店舗に続き、新たに「御橋路店」の営業を開始しま

した。

　　ソリューション受託開発
コンテンツ開発の強みを活かし、ソリューションを拡大
企業の IT投資が拡大傾向にあるなかで、アプリ開発、システム構築、デバッグなどお客様のニーズに最適なソリューション

をワンストップで提供する「トータルソリューション」の販売が好調に推移しました。パッケージサービスでは、リバースオーク

ション『Profair』、IP電話『AplosOne』、法人向けメッセンジャーアプリ『BizTalk』などに加えて、スマホキッティングサービス

『Concerto』の開発を推進しました。また、自治体の少子化対策、観光促進事業の受託開発など地方創生にも注力しました。

再生エネルギー再生エネルギー

スマート農業スマート農業情報共有情報共有

観光促進観光促進

少子化対策少子化対策

〈地方創生ビジネスが活発化〉

 One Stop 
トータルソリューション

 One Stop 
トータルソリューション

コンサル
ティング
コンサル
ティング

企画企画
設計設計 開発開発運用運用

ユーザ
サポート
ユーザ
サポート

効果
測定
効果
測定

〈「トータルソリューション」に注力〉

コンテンツサービス事業は、広告効果 の希薄化などが影響して減収ながらも、
ソリューション事業が大きく牽引し、全体として増収増益

ソリューション
事業

60.3%

売上構成比

企業のコスト削減・業務効率化ソリューション
～機能拡充に注力し、企業への普及を促進～

スマホ向けキッティングサービス
企業によるスマホ、タブレット導入時に、必要
なカスタマイズを一括サポート

スマホアプリでIP内線網を構築
オフィスとスマホ間での内線電話番号による無
料通話が可能に

法人向けメッセンジャーアプリ
セキュアな業務連絡・情報共有に特化

リバースオークション
競り下げ方式の調達・購買システム
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会社情報

親会社株主に帰属する当期純利益
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◯ 売上高・利益の推移

負債・純資産
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◯ 連結貸借対照表 ◯ 連結キャッシュ・フロー

事業年度 6月1日から翌年5月31日まで

定時株主総会 毎年8月
期末配当金
受領株主確定日 5月31日

中間配当金
受領株主確定日 11月30日

株主名簿管理人
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先
三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部
単元株（売買単位） 100株

公告の方法
電子公告により行います。
ただし、事故その他やむを得ない事由により電子公告によることができないときは、
日本経済新聞に掲載いたします。

電子公告URL http://www.nihon-e.co.jp/

財務情報

株式の状況
発行可能株式総数 ……………………………… 147,800,000株
発行済株式総数 ………………………………… 40,557,700株
株主数…………………………………………… 9,271名

大株主

62.61%29.63%

1.89% 1.48%

4.39%

所有者別分布

● 個人・その他 25,392,780株 62.61%

● その他の法人 12,016,300株 29.63%
● 金融機関 1,780,800株 4.39%
● 外国法人等 767,200株 1.89%
● 金融商品取引業者 600,620株 1.48%

合計 40,557,700株 100.00%

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

植田　勝典 11,095,100 27.35

プラントフィル株式会社 9,650,000 23.79

トヨタ自動車株式会社 1,600,000 3.94

村田　健一 566,600 1.39

オリックス株式会社 480,000 1.18

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 390,200 0.96

多々良　師孝 315,400 0.77

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口） 249,500 0.61

日本エンタープライズ従業員持株会 214,600 0.52

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口5） 207,600 0.51

（2016年5月31日現在）株式情報

株主メモ
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1.各種お手続きについて
（1）株主様の各種お手続きにつきましては、原
則、口座を開設されている口座管理機関（証券会
社等）で承ることとなっております。口座を開設
されている証券会社等にお問い合わせください。
株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り
扱いできませんのでご注意ください。
（2）特別口座に記録された株式に関する各種お

手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口
座管理機関となっておりますので、上記特別口座
の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合
わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支
店にてもお取り次ぎいたします。
（3）未受領の配当金につきましては、三菱UFJ
信託銀行本支店でお支払いいたします。

2.配当金計算書について
配当金の口座振込をご指定の方と同様に、「期末
配当金領収証」により配当金をお受け取りになる
株主様宛にも「期末配当金計算書」を同封いたし
ております。配当金をお受け取りになった後の配
当金額のご確認や確定申告の資料としてご利用
いただけます。

お知らせ

常勤監査役 片貝　義人

監査役※2 小林　一弘

監査役※2 荒　孝一

監査役※2 𠮷川　信哲

会社概要 役員 （2016年8月26日現在）

商号 日本エンタープライズ株式会社

英文表記 Nihon Enterprise Co., Ltd.

本社所在地 〒150-0002　東京都渋谷区渋谷一丁目17番8号
TEL：03-5774-5730（代表）

設立 1989年5月30日

資本金 11億円（2016年5月31日現在）

事業内容

●コンテンツサービス事業
　スマートフォンを中心としたマルチデバイス向けコンテンツの企画・
開発・運営

●ソリューション事業
　企業のモバイル活用や業務効率化を支援するアプリ／システムの企
画・開発・運用ならびに広告代理サービス

従業員（連結） 236名（2016年5月31日現在）

取引銀行 三井住友銀行、みずほ銀行、三菱東京UFJ銀行、りそな銀行

ホームページ http://www.nihon-e.co.jp/

代表取締役社長 植田　勝典

常務取締役 田中　勝

常務取締役 杉山　浩一

取締役※1 小栗　一朗

取締役※1 岡田　武史

経営理念（綱領・信条・五精神）
綱領 我々は商人たるの本分に徹しその活動を通じ社会に貢献

し、文化の進展に寄与することを我々の真の目的とします

信条 我々は以下に掲げる五精神をもって一致団結し力強く
職に奉じることを誓います

● 日本エンタープライズ株式会社の遵奉する精神
一、商業報国の精神 一、忘私奉職の精神 一、収益浄財の精神
一、力闘挑戦の精神 一、感謝報恩の精神

会社状況

日本エンタープライズグループ

アットザラウンジ株式会社

● 音楽、動画、デザイン制作
● 音楽配信サービス
● 音楽レーベル

株式会社ダイブ

● 音声サービス
● 広告・アフィリエイト
● アプリ／WEBサイト企画・開発・運用

交通情報サービス株式会社

● 交通情報を主とした情報サービス

株式会社フォー・クオリア

● アプリ／WEBサイト開発・運用
● デザイン、企画
● 端末レンタル、デバッグ、ユーザサポート
サービス

株式会社and One

● IP-PBX『Primus』の開発・販売
● VoIPエンジン『Primus SDK』の開発・
販売

● オープンソースを利用したソフトウェアの
開発

株式会社HighLab

● ネイティブアプリを主としたモバイルコン
テンツ企画・開発・運営

株式会社会津ラボ

● iOS／Androidアプリケーションの開発
● ホームページ制作
● 3DCG作成・映像加工・イラスト作成・各種
デザイン

山口再エネ・ファクトリー株式会社

● 自然エネルギーなどによる発電事業及び
その管理・運営

● 電気の販売

NE銀潤株式会社

● 卸売
● 事業開発支援

株式会社プロモート

●スマートフォン向け自動テスト、キッティ
ングの支援

● アプリ／WEBサイト開発・運用
● システムエンジニアリングサービス

因特瑞思（北京）信息科技有限公司
瑞思創智（北京）信息科技有限公司
瑞思放送（北京）数字信息科技有限公司

NE Mobile Services (India) Pvt. Ltd.

いなせり株式会社

● 東京魚市場卸協同組合公式電子商取引
サービス『いなせり』の企画・開発・運営

※1 社外取締役　※2 社外監査役
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第27期株主通信に同封しましたアンケートへ、たくさんの株主様よりご回答
をいただきました。誠にありがとうございました。株主様からの貴重なご意見・
ご要望を今後の経営やIR活動の参考にさせていただきます。

ホーム
ページの
ご案内

今春、ホームページをリニューアルいたしました。
決算情報やIR資料、最新のニュースリリースなどをご案内しています。ぜひ、ご覧ください。

※記載されている会社名及び商品名／サービス名は、各社の商標または登録商標です。

http://www.nihon-e.co.jp/ 　日本エンタープライズ 検索

東京魚市場卸協同組合と業務提携し、
電子商取引サービス『いなせり』運用開始へ！
～魚市場から飲食店へ、水産物・鮮魚を即日配送～

● 成長性 30.00%
● 将来性 28.18%
● 事業内容 11.52%

● 安定性
3.94%
● 財務内容･業績
3.03%

● その他
6.67%
● 証券会社の勧め
5.76%

● 経営者の考え方
2.42%

● 配当利回り
8.48%

株式購入
理由

（複数回答）

● 株主通信 43.48%
● WEBでの情報提供 19.76%
● 会社説明会 13.04%

IR活動へ
期待する点
（一部複数回答）

● メールでの
情報提供
7.51%
● その他
4.74%

● 株主総会
11.46%

● 長期 47.56%
● 中期 23.17%
● 未定 10.98%

● 買増予定
8.13%
● 短期
5.69%
● 売却予定
4.47%

株式
保有方針
（一部複数回答）

● だいたいわかる 66.43%
● よくわかる 20.75%
● わかりにくい 　9.79%

株主通信
への感想

● 無回答
3.03%

〈共同記者会見（2016年6月3日）〉
豊洲場内
買い回り
ステーション 日本通運株式会社が荷受・仕分作業を行い、

各配送業者が飲食事業者の各店舗へ即日配送

3 配送

翌日の入荷情報を基に出品

飲食事業者仲卸業者

午前2時までに注文

1 出品 2 注文

クレジット決済／銀行口座引落

4 決済

組合（約600社）初のEC事業

『いなせり』は、築地市場内に店を構える数百の仲卸から
直接食材の仕入れができる料理人専用のWEBサービスです。

魚河岸直送、美味い魚をもっと手軽に。

IR伝言板

株主様アンケート
結果のご報告

第27期
株主通信


